
　　　　   　☆ 推進交付金　交付決定額

　　　　　　９，５００

　　　　　５，３４６

7,039 ≪ 7,007 ≫

6,330≪3,955≫  4,716 ≪1,696≫

1,200 ≪0≫

１１，０９８

８，５１７

３８，１０８  ※申請額

３１，２７４  ※実績額

２３，４１６  ※申請額

１４，１２７  ※実績額

１９，０５４

１５，６３７

１１，７０８

７，０６３

2,878 ≪1,453≫ 4,409 ≪3,302≫

3,343 ≪1,360≫ 8,230 ≪7,463≫

平成３０年度

１９，０００

2,100 ≪1,079≫ 2,000 ≪911≫

 13,500 ≪11,520≫

7,000 ≪7,128≫ 8,500≪7,598≫ 2,000 ≪0≫

 ※申請額

１０，６９１  ※実績額

　　　　   　☆ 推進交付金　交付決定額

　　　　　　　　　                         　　　　　　　  実績額

２２，１９６  ※申請額

２０，４１６  ※実績額

1,691 ≪1,415≫

5,326 ≪8,579≫

1,958 ≪481≫

東京五輪自転車競技の開催を契機に、オリンピックレガシー
醸成に向けた自転車によるまちづくりを、下記の３つの視点から
推進

〇 市民や観光客、さらには外国人観光客が自転車に親しめる
　　まちづくりに向けたアクションプランの策定・仕組みづくり
　■ 自転車まちづくりアクションプラン策定事業
　■ 自転車まちづくり推進協議会支援事業
　■ 自転車まちづくり啓発事業
　■ サイクルサポーター獲得事業
　■ サイクリスト“おもてなし”スポットの設置

〇 自転車まちづくりによる中心市街地の活性化
　■ サイクルステーションの整備
　■ サイクルシェアリングの導入・拡大
　■ 中心市街地の歩行者空間形成に向けた対策事業

〇 自転車による健康づくりやエコ意識の醸成、公共交通との連携
　■ 各種講座や自転車整備セミナーの実施

　　　　　　　　　　　　　　　事業費　合計

事業概要 平成２８年度

1,500 ≪870≫

２８，９６８  ※申請額

２５，７６３  ※実績額

　　　　　１４，４８４ 

　　　　１２，８８１

２５，６３０

地方創生交付金関連の取組状況

8,630 ≪8,629≫

事業概要 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

9,072 ≪9,039≫

（単位：千円）

 （１） 地方創生推進交付金 【 ３ヶ年度：Ｈ28～30年度 ・ 補助率１／２ + 地方財政措置】

7,500 ≪7,452≫ 3,000 ≪2,894≫ 5,000 ≪4,536≫

伊豆市コンパクトタウン＆ネットワーク構想を推進するため、
下記３つの目標実現に向けた事業を実施

〇 魅力ある中心市街づくりに向けた“歩いて楽しい”街並みづくり
  ■ 伊豆市景観計画策定
　■ 良好な景観形成に向けた景観まちづくり活動への支援

〇 集落中心拠点の整備と地域振興拠点形成に向けた活動支援
　■ 地域振興拠点づくり活動支援事業

〇 持続可能なネットワーク形成に向けた基本計画の策定や
     バス待ち環境の整備
  ■ 伊豆市ネットワーク形成推進事業
  ■ 公共交通総合時刻表作成
　■ バス待ち環境整備
　■ 新交通体系実証実験

3,000 ≪0≫

3,000≪1,415≫ 3,000 ≪691≫

3,000≪0≫ 5,000 ≪1,543≫
9,396 ≪9,272≫

8,000 ≪7,139≫ 6,000 ≪3,921≫

　　　　　　　　　                         　　　　　　　  実績額

　　　　　　　　　　　　　　　事業費　合計  ※申請額

 ２０，０７７  ※実績額

　　　　　１２，８１５

　　　　　１０，０３９

平成２９年度

地域振興拠点づくり活動支援事業

良好な景観形成に向けた景観まちづくり活動の支援景観計画策定事業

修善寺温泉グランドデザイン策定事業

伊豆市ネットワーク

形成推進事業

公共交通総合時刻表作成及び各戸配布

バス待ち環境整備事業

新交通体系実証実験

自転車まちづくりアクション

プラン策定事業

自転車まちづくり啓発事業

サイクルシェアリング実証実験 サイクルシェアリングの導入・拡大

サイクリスト“おもてなし”スポット(仮称)

の設置

サイクルサポーター

獲得準備事業

サイクルステーション整備事業

バス・タクシーへの自転車ラックの設置

中心市街地に係る基礎調査

(歩行者空間)

自転車整備セミナー

各種講座の実施

中心市街地歩行者

空間形成計画策定
歩行者空間形成に

向けた対策事業

自転車まちづくり推進

協議会支援事業

資料３

① コンパクトタウン＆ネットワーク構想推進事業

広大な市域を持つ伊豆市が、将来においても持続可能なまちづくりを進めるため、魅力ある中心市街地づくり・
周辺集落部における集落中心拠点の整備と賑わいづくり・中心部と各集落部を結ぶ効率的かつ持続可能なネッ
トワークシステムの形成により、中心部と周辺集落地域が機能を相互に補完できる仕組みづくりを推進する。

【目的】

【事業概要・事業費】

② オリンピックレガシー醸成に向けた自転車まちづくり事業

2020年東京オリンピック・パラリンピックの自転車競技（トラックレース／マウンテンバイク）開催地という本
市の魅力を世界に発信する絶好のチャンスを逃すことなく、競技開催市というブランドを生かした自転車ま
ちづくりを推進し、市民への機運醸成を促すとともに、国内外の観光客の誘致、スポーツを通じた交流の
促進を図る。

【目的】

【事業概要・事業費】 ＜修善寺駅前の空き店舗を活用したサイクルステーション＞



　

　

　 　

☆ 推進交付金　交付決定額

　　　　　　　　　　　　実績額

◎ 推進交付金　全３事業費　合計

１，８５０

 １，８０９

８，８００

６，５９２

１６，５５０

１６，１５９

事業費　合計

３７，７５８

２８，５６８

1,500 ≪1,470≫

1,400 ≪1,375≫

平成３０年度平成２８年度

３，７００

 ※申請額５４，８６４

 ※実績額４９，７９７

８１，３３８

　　　 ３３，１００ ※申請額

３２，３１８ ※実績額

24,000 ≪23,329≫

３１，０８５ ※実績額

３２，２６８

9,100 ≪8,989≫

 ※申請額

３，６１８  ※実績額

１７，６００

平成２９年度

800 ≪773≫

 ※申請額

　　☆拠点整備交付金　交付決定額
３１，２５０ ※申請額

　　　　   　☆ 推進交付金　交付決定額

　　　　　　　　　                         　　　　　　　  実績額

事業概要 平成２８年度 平成２９年度

 （２） 地方創生拠点整備交付金 【 単年度：平成28年度繰越事業（Ｈ29実施） ・ 補助率１／２ + 地方財政措置】

平成３０年度

　　　７５，５１６  ※申請額

５７，１３６  ※実績額

２７，４３２

２３，２０７

４０，６６９

〇 湯ヶ島幼稚園舎改修工事
　■ 市役所の支所という行政機能、社会福祉協議会や地域包括
　　 支援センターなどの保健福祉機能、子育て支援センターなど
     の複数の機能を有する拠点施設を整備

〇 湯ヶ島幼稚園外構工事
　■  幼稚園と小学校の間にあるプールを改修し、地域コミュニティ
　　 施設の駐車場とすることで、人の集まりやすい環境を整備

６８，０００ ※申請額

　50,000≪49,735≫

18,000≪15,878≫

　　　　　　　　　　　　　　事業費　合計
６５，６１３ ※実績額

 ※申請額

６４，５３６  ※実績額

空き家・空き公共施設の有効活用や周辺集落中心拠点における
賑わいづくりなどの施策と一体となったＩＣＴ企業の誘致・雇用支援
制度を構築する。

〇 ＩＣＴ企業誘致基本計画・支援計画の策定
　■ ＩＣＴ企業の意向・ニーズ調査
　■ 空き家を活用した誘致に向けた実証実験

〇 企業への雇用支援や市内への進出支援に向けた
　　支援スキームの作成

〇 空き公共施設を活用したサテライトオフィスの整備

17,600≪13,185≫

事業概要

　　　　　　　　　　　　　　　事業費　合計
１３，１８５  ※実績額

ＩＣＴ企業誘致支援計画の策定

空き公共施設を活用した

サテライトオフィス等の整備

ＩＣＴ企業誘致支援計画の策定

ICT企業誘致に向けた

実証実験の企画

ICT企業への調査

（ニーズ調査等）

ICT企業誘致基本計画の策定

湯ヶ島幼稚園舎改修
・ 改修設計、工事管理

湯ヶ島幼稚園外構工事

③ ふるさと定住促進に向けた「職と人材の架け橋」プロジェクト

＜空き家・空き公共施設を有効活用したＩＣＴ企業の誘致・雇用支援制度の構築＞

市内にICTという新たな産業が生まれることで、若年層や働きたい女性のニーズに合った雇用の場を創

出し、Iターン・Uターンの促進や市内の若年層の市外流出を抑制するとともに、空き家・空き公共施設

等がオフィス等として有効活用されることなどによる地域活性化を図る。

【目的】

＜空き家を活用し進出した企業のサテライトオフィスオープンイベント＞【事業概要・事業費】

伊豆市湯ヶ島地区まちづくり振興拠点形成事業

廃園、廃校となった湯ヶ島幼稚園、湯ヶ島小学校を一体的に活用し、分散していた高齢者福祉事業
や子育て支援事業など様々な世代を対象とした各種事業を集約することにより、地域の賑わいや多
世代・多様な住民が交流するための拠点を整備する。

【目的】

【事業概要・事業費】


